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2 0 0 3 年 4 月 か ら 6 月 に 、 管 内 ４ 農 場 ( A ～ D ) で 呼 吸 器 症

状 を 呈 す 牛 が 散 発 。 A で 1 頭 が 死 亡 、 D で 流 産 １ 頭 が 発

生 。 発 症 牛 の 鼻 腔 拭 い 液 ( A ～ D ) 、 ペ ア 血 清 ( A ､ C ､ D ) 、

及 び 死 亡 牛 ( A ) に つ い て 病 性 鑑 定 を 実 施 し た 結 果 、 A ～

C の 鼻 腔 拭 い 液 で 牛 伝 染 性 鼻 気 管 炎 (以 下 I B R ) ウ イ ル ス

を 分 離 。 A ､ C ､ D の ペ ア 血 清 で I B R 中 和 抗 体 の 有 意 上 昇 を

確 認 。 Aの 死 亡 牛 か ら I B R ウ イ ル ス を 分 離 。 A に つ い て

は 他 の ウ イ ル ス 抗 体 の 有 意 上 昇 な ど も 認 め た こ と か ら

I B R 感 染 を 伴 う 複 合 呼 吸 器 感 染 症 、 B～ D に つ い て は I B R

と 診 断 。 全 戸 に つ い て ワ ク チ ン 接 種 等 の 対 策 を 実 施 。

感 染 源 と し て 、 A ､ B ､ D は 発 生 直 前 の 導 入 牛 、 Cは 導 入 が

無 く 、 Bと 隣 接 し て お り 畜 主 の 往 来 に よ る 人 的 な 持 ち

込 み を 示 唆 。 全 戸 と も 的 確 な ワ ク チ ン 接 種 を 行 っ て お

ら ず 、 こ れ が 重 要 な 発 症 要 因 と 推 察 。 本 病 の 性 質 上 、

特 に 発 生 農 場 に お い て は 継 続 し た ワ ク チ ン 接 種 が 必 要

と 考 察 。


